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モバイルハンドヘルドコンピュータ＆タブレットへ
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Zebraのウェアハウスビジョン調査では、資産の「見える化」、倉庫の生産性の向上および、サプラ
イチェーンの統合によってアジア太平洋地域に革新的な変化が到来することを明らかにしました.

詳細については、WWW.ZEBRA.COM/WAREHOUSE をご覧ください
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